
17

【 お 問 い 合 わ せ 】
県庁生活・文化課
国民文化祭室

☎099（286）2863

　鹿屋市では、「市民ミュージカルの祭典」、「音楽のチカラ」、「アイドル進化論。
～アイドルとポップカルチャー～」、「『ＫＡＧAＹＡ』デジタルアートフェスティバ
ル」、「『原田泰治』絵画展」、「フラワーフェスティバル」の６つのイベントを開催し
ます。その中の一つ、「アイドル進化論。」を紹介します。
　今や世界中で人気のある、日本のアニメ、コスプレなどのポップカルチャー(大
衆文化)。「アイドル進化論。」では、アイドルグループの音楽やアニメソングにス
ポットを当て日本の新しい文化を紹介します。当日は、鹿児島県出身アイドルなどによ
るトークショーやライブを開催すると同時に、全国からコスプレイヤーやパフォー
マー、痛車※が集結し、交流を図ります。
　鹿屋市では市職員によるアイドルユニット「公務員系アイドル goverment worker
（ガヴァメント・ワーカー）」を結成し、イベントなどで鹿屋市のＰＲや国民文化祭を盛
り上げる活動をしています。
　誰もがアーティストやクリエーターに、またアイドルやスターになり得る多様な価値
観の時代＝可能性の多様化の時代を探るイベントです。
　ぜひ、新しい鹿屋市の文化を創造する国民文化祭をお楽しみください。

本物。鹿児島県　～文化維新は黒潮に乗って～
［平成２７年１０月３１日(土)～１１月１５日(日)］

ひっとべ！ かごしま国文祭 　国内最大の文化の祭典「国民文
化祭」開催に向け、県内各地におい
てさまざまな取り組みが進められ
ています。今回は、カウントダウン
ボードについてご紹介します。

● アイドル進化論。～アイドルとポップカルチャー～
　《鹿屋市》鹿屋市実行委員会

　文化やスポーツイベントなど、第３０回国民文化祭・かごしま２０１５を広報などにより
応援してくださる事業を募集します。

痛車（いたしゃ）

「公務員系アイドル
goverment wor

ker

（ガヴァメント・ワ
ーカー）：左の二人」

第３０回国民文化祭・かごしま２０１５応援事業を募集します！
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※詳しくはかごしま国文祭ホームページをご覧ください。

※痛車（いたしゃ）：車体に漫画、アニメなどに関連するキャラクターやロゴをかたどったステッカーを貼り付けたり塗装などで装飾した自動車。


